
「
と
き
放
て
創
造
の
力
・

暑
き
太
陽
の
光
と
共
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
３
４
回
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
み
や

ざ
き
２
０
１
０
は
８
月
１
日
、

宮
崎
県
で
開
幕
。
５
日
間
の

大
会
が
展
開
さ
れ
、
本
校
新

聞
部
は
新
聞
部
門
に
参
加
、

４
度
目
の
優
良
賞
を

受
賞
し
た
。
同
部
門

に
は
全
国
か
ら
選
抜

さ
れ
た
１
１
８
校
の

県
代
表
生
が
出
場
し
、

宮
崎
市
に
あ
る
Ｎ
Ｅ

Ｗ
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
で

開
か
れ
た
。

開
会
式
で
田
口
恭

子
会
長
が
「
新
聞
は

社
会
に
つ
い
て
の
深
い

理
解
、
知
識
、
健
全
な

批
判
が
重
要
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

大
会
で
は
実
際
に
各
班
で

現
地
取
材
。
行
き
先
は
各
班

別
々
で
、
「
橘
通
中
央
商
店

街
と
宮
崎
県
庁
コ
ー
ス
」
、

「
海
辺
の
観
光
コ
ー
ス
」
、

「
有
機
農
業
と
観
光
コ
ー
ス
」
、

「
宮
崎
の
産
業
コ
ー
ス
」
、

「
古
墳
と
神
話
の
歴
史
探
訪

コ
ー
ス
」
の
５
ヵ
所
に
分
か

れ
、
各
班
で
取
材
し
た
。
終

了
後
、
会
場
に
戻
る
と

さ
っ
そ
く
レ
イ
ア
ウ
ト

に
取
り
か
か
っ
た
。
各

班
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
、
取
材
し
た
こ
と

を
記
事
に
ま
と
め
た
。

翌
日
は
、
前
日
に
決

め
た
レ
イ
ア
ウ
ト
や
記

事
を
清
書
し
、
ど
の
班

も
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

取
り
組
み
、
班
員
一
丸

と
な
っ
て
素
晴
ら
し
い

紙
面
を
作
り
上
げ
た
。

閉
会
式
で
は
青
島
成

夫
事
務
局
長
が
「
今
回
の
大

会
は
感
無
量
で
あ
っ
た
。
色
々

な
学
校
新
聞
が
あ
る
が
、
継

続
は
力
な
り
で
す
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
次

年
度
開
催
の
福
島
県
代
表
者

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。

藤
本
ち
ひ
ろ
さ
ん
（
２
の

３
）
は
「
今
年
は
二
度
目
の

出
場
で
昨
年
よ
り
も
楽
し
く

学
ん
だ
こ
と
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
仲
間
の
大
切
さ
を
知

り
ま
し
た
」
と
満
足
そ
う
に

大
会
を
振
り
返
っ
た
。
今
回

は
口
蹄
疫
の
問
題
で
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
、
開
催
を
決
定
し

た
の
が
開
幕
一
ヶ
月
前
で
あ

り
、
大
会
期
間
中
も
宮
崎
県

内
各
地
で
消
毒
を
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
宮
崎
県
と

し
て
は
苦
し
い
大
会
で
あ
っ

た
。若

者
の
活
字
離
れ
、
高

校
で
は
文
芸
部
員
が
減
少

と
創
作
活
動
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
昨

年
度
の
県
高
校
文
化
連
盟

の
文
芸
誌
「
橡
」
に
作
品

を
掲
載
し
た
学
校
は
十
数

校
で
あ
る
。
本
校
は
文
芸

の
灯
を
守
ろ
う
と
寄
稿
し

て
い
る
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
同
好
会
が
部
に
昇
格

し
、
活
動
を
再
開
し
た
。

今
夏
、
岩
手
県
盛
岡
市
で

開
か
れ
た
第
５
回
全
国
高

校
生
短
歌
大
会
「
短
歌
甲

子
園
（
三
十
六
校
出
場
）
」

に
三
名
の
女
子
生
徒
が
予

選
審
査
を
通
過
し
、
盛
岡
で

行
わ
れ
た
本
選
に
臨
ん
だ
。

残
念
な
が
ら
団
体
戦
、
個
人

戦
と
も
に
入
賞
は
逸
し
た
が
、

部
員
に
と
っ
て
は
良
い
体
験

で
あ
っ
た
。
大
将
を
務
め
た

豊
口
未
香
さ
ん
は
「
他
校
生

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
い
た

け
れ
ど
も
楽
し
く
題
詠
す
る

こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
三

日
間
で
し
た
」
と
大
会
を
振

り
返
っ
た
。

毎
年
夏
休
み
の
課
題
と
し

て
創
作
活
動
を
奨
励
し
、
良

い
作
品
は
毎
年
文
芸
誌
「
た

か
は
ら
」
に
収
録
。
昨
年
度

は
記
念
す
べ
き
１
０
号
を
上

梓
し
た
。
こ
れ
も
矢
板
市
主

催
の
「
と
も
な
り
文
芸
祭
り
」

の
お
陰
で
、
第
２
回
か
ら

「
中
・
高
の
部
」
に
作
品
を

応
募
し
、
各
部
門
で
受
賞
。

特
に
詩
部
門
で
は
大
賞
を
７

度
、
準
大
賞
を
２
度
受
賞
。

俳
句
は
大
賞
１
度
、
準
大
賞

２
度
。
短
歌
は
準
大
賞
１
度
。

だ
が
昨
年
度
悲
願
の
大
賞
を

獲
得
し
た
。
ま
た
、
川
柳
部

門
で
も
初
め
て
準
大
賞
を
受

賞
し
た
。

本
校
は
県
外
の
大
会
や
コ

ン
ク
ー
ル
に
果
敢
に
挑
戦
し

て
き
た
。
福
井
県
の
「
中
野

重
治
記
念
文
学
賞
」
や
群
馬

県
の
「
若
い
芽
ポ
エ
ム
」
に

も
応
募
し
て
い
る
。

平
成
２
２
年
度
の
生
徒
会

主
催
乗
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運

動
は
６
月
１
５
日
放
課
後
、

Ｊ
Ｒ
矢
板
駅
、
１
７
日
に
西

那
須
野
駅
入
り
口
周
辺
で
行

わ
れ
た
。
生
徒
会
役
員
ら
が

約
１
２
０
０
個
の
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
「
電

車
内
で
の
マ
ナ
ー
向
上
」
を

訴
え
た
。

１
５
日
放
課
後
、
矢
板
駅

で
生
徒
会
役
員
が
「
乗
車
マ

ナ
ー
」
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ

シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し

た
。
矢
板
駅
員
の
佐
藤
守
利

さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
や
っ

て
い
く
の
で
マ
ナ
ー

の
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

翌
朝
も
西
那
須

野
駅
で
も
同
様
に

行
わ
れ
、
生
徒
会

役
員
た
ち
は
通
行

人
に
対
し
て
積
極

的
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
、

マ
ナ
ー
を
呼
び
か

け
た
。

溜
口
生
徒
会
長

は
「
こ
れ
で
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
し
て
く
れ

れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
」
と
う
れ

し
そ
う
に
語
っ
た
。

日
中
交
流
会
は
６

月
１
４
日
、
中
央
記

念
体
育
館
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
で
開
か

れ
た
。
中
国

人
高
校
生
４

２
人
と
引
率

者
６
人
を
迎

え
て
、
山
本

香
先
生
進
行

の
も
と
、
行

わ
れ
た
。

吹
奏
楽
部

演

奏

で

は

「
潮
風
の
マ
ー

チ
」
と
「
日
本
へ
愛

唱
観
衆
」
を
演
奏
。

中

国

団

演

技

で

は

「
猪
調
」
と
「
瑧
家

阿
妹
」
、
「
跳
弦
」

を
披
露
。
ど
ち
ら
も

大
き
な
拍
手
が
湧
き

上
が
っ
た
。

参
加
授
業
で
は
調

理
実
習
が
行
わ
れ
ち

ら
し
寿
司
と
肉
じ
ゃ

が
を
作
っ
た
。
雲
南

所
属
大
学
高
校
の
楊

媛
さ
ん
は
「
酢
が
き

い
て
い
て
酸
っ
ぱ
か
っ

た
け
ど
、
み
ん
な
と

協
力
し
て
作
っ
た
の

で
お
い
し
か
っ
た
で

す
」
と
満
足
げ
に
語
っ

た
。

交
流
会
で
は
本
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
試
合
の
ビ

デ
オ
と
張
爽
君
の
密

着
取
材
の
ビ
デ
オ
鑑

賞
を
し
つ
つ
飲
み
物

や
お
菓
子
を
食
べ
な

が
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
話
し
て
い
た
。

中

国

団

謝

辞

で

「
矢
板
中
央
高
校
に

訪
れ
て
こ
の
よ
う
な

盛
大
な
歓
迎
を
し
て

い
た
だ
き
感
謝
し
ま

す
。
私
た
ち
は
と
て

も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
か
ら

先
生
方
、
生
徒
の
み

な
さ
ま
に
感
謝
し
ま

す
」
と
話
し
、
交
流

会
は
無
事
終
了
し
た
。

生徒会主催の第二回奉仕
活動は７月２日午後、生
徒、職員１３７人が参加
して行われた。今回も前
回と同様で学校から駅ま
での通学路約１・２㌔を
暖かい陽射しの中、ゴミ
を拾い集めた。

石島洋平君(３の３)は
「活気があって楽しく活
動できたし、通学路が奇
麗になってよかった」と
嬉しそうに話していた。

宮崎県庁を見学した後に写真に収まる新聞部員

全国の選手に混じって作業する小島さん

短歌甲子園に出場した文芸部

マナーアップを呼び掛ける生徒会執行部＝矢板駅前で

中国人高校生が踊りを披露

中国人高校生と協力してお寿司づくり

通学路のゴミ拾いする本校生


